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平成 29年 3月期第2四半期累計期間業績予想数値と実績値との差異および 

通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成28年 5月 13日の決算発表時に公表いたしました平成29年 3月期第2四半期累計期間の業績予想数
値と本日公表した実績値とに差異が生じましたので、下記の通りお知らせいたします。 
 また、最近の業績の動向等を踏まえ、平成 28年 5月 13日の決算発表時に公表いたしました平成 29年 3
月期通期の業績予想数値につきましても修正いたしましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 
記 

 
 

１．平成29年 3月期第2四半期累計期間業績予想数値と実績値との差異 
(平成 28年 4月 1日～平成28年 9月 30日) 

 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 
四半期純利益 

前 回 発 表 予 想             （Ａ） 
百万円 

  ３,２００ 
百万円 

 ７５ 
百万円 

 ６０ 
百万円 

 ５５ 
円  銭 

 １.８３ 

実     績     値（Ｂ） ２,８８７  △４０ △５３ △６０  △２.０２ 

増  減  額           （Ｂ－Ａ）   △３１３ △１１５ △１１３ △１１５  

増 減 率             （％）  △９.８ －   －   －      

（ご参考） 
前期第2四半期累計期間実績 
（平成28年 3月期第2四半期） 

 ３,１８２  ７３  ５８ ５２  １.７５ 

 
 
２．差異の理由 

   平成29年 3月期第2四半期累計期間の業績につきましては、超微粒子酸化チタンの化粧品向け新製

品の採用決定などの成果をあげることができましたものの、電気自動車向けの需要が低迷したことに

より、チタン酸リチウムの出荷数量が大幅に減少いたしました。このことにより、売上高は 2,887 百

万円となり、当初発表予想数値を下回りました。また、損益面につきましては、売上高の減少および

チタン酸リチウムの設備稼働率の低下を主な要因として、営業損失は 40 百万円、経常損失は 53 百万

円、四半期純損失は60百万円となり、当初発表予想数値を下回りました。 

 

 
 



 
 
３．平成29年 3月期通期業績予想数値の修正(平成28年 4月 1日～平成29年 3月31日) 

 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想             （Ａ） 
百万円 

  ６,５００ 
百万円 

 ２００ 
百万円 

 １７０ 
百万円 

 １４０ 
円  銭 

 ４.６５ 

今 回 修 正 予 想             （Ｂ） ６,０００ ３０ ２０ １０   ０.３３ 

増  減  額           （Ｂ－Ａ）   △５００ △１７０ △１５０ △１３０  

増 減 率             （％） △７.７ △８５.０ △８８.２ △９２.９     

（ご参考） 
前期実績(平成28年 3月期)  ６,３０５  １７７  １４１ １２４  ４.１２ 

 
 

４．修正の理由 

平成 29 年 3 月期通期の業績予想につきましては、第 2 四半期累計期間の実績および直近の業績動

向を踏まえて、上記の通り修正いたします。 

 

 （注）上記の通期業績予想は、現時点における事業環境において、入手可能な情報に基づき作成したも

のであります。実際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる結果となる場合があ

ります。 
 

以 上 
 


